
白
口

節
十
三
怨

節
五
批

蓑

G

e
lユ

地

形

園

に

裁

て

F'
緒

雷

地
形
脚

の
怒
鶴
と
北
内
容
'
粍
水
雅
邦
に
於
て
作
興
せ
ら
れ
た
地
形

脚
､
地
形
桝

の
訊
娘
に
馳
す
る
業
捗
的
脱
化
'
地
形
問
の
表
現
法
O

〓'
三
角
測
量
的
過
鶴

柳
川
､
三
乃
糊
兜
､
光
線
州
曳
'
三
角
網
及
三
角
靴
､
親
紬
､
水
準

川
虫
'
天
臓
粗
測
｡

三
'
地
形
測
厩
的
過
棲

地
形
相
同
'
地
形
測
脚
に
磐
す
る
辞
枕
､
地
形
紺
樹

に
於
け
る
地
弧

の
細
光
政
､
水
平
仙
線

の
描
締
法
､
地
粍
線
'
地
貌
現
樹

の
方
法
'

水
平
仙
擁
､
仙
鮎

の
韓
距
伽
､
地
形
川
上
各
抑
梯
尺
に
臆
ず
る
辞
枇

朗
的
･34
り
株
式
'
水
平
仙
組
の
稗
徹
及
び
用
途
'
水
平
仙
純
米
地
貌

現
樹
法

'
地
形
刷
と
許
記
､
地
形
問
と
非
地
貌
来
示
の
型
式
､
各
柿

梯
尺
地
形
柳

の
鵬
且
及
び
平
均
方
印
､
隣
地
測
虫
部
併
娘
地
阿

り
盗

礎
的
諭
元
､
隣
地
測

虫

部
数
行
の
地
形
榊
と
非
投
妙
法
'
多
田

髄
技

彫
法
'
地
形
紺

7
阿
り
榊
村
す
る
弼
稗
と
三
内
鮒
b1
数
､
五
前
分

1

端
本
地
形
相
川

放
造
山
細
胞
期
川
､
五
胡
分

1
地
形
脚

丁
難
に
射
す

各
班
川
の
鵬
非
｡

高

木

菊

三

郎

E
Zf
熱
圏
的
渦
巻

地
形
脚
と
地
形
糊
附
式
と
の
関
係
､
地
形
樹
阿
武
'
図
式
の
柵
成
'

地
形
戯
樹

の
完
成
と
侶
製
版
地
形
樹
の
雄
行
'
地
形
樹

り
親
御
と
碑

給
焔
問
の
･:,北
伐
､
地
形
鮒
の
製
版
､
地
形
糊
の
製
版
節
別
と
原
版
､

印
刷

の
塊
作
m
序
､
地
形
問

の
印
刷
'
三
乃
及
水
準
測
盈
成
果
来
､

発
行
地
相

の
秤
潮
'
鎮
叫
劣
BE
.川
虫
と
地
形
樹
'
地
形
樹

の
色
彩
と

北
利
川
法
､
地
形
脚

の
完
成
後
に
於
け
る
修
正
､
地
形
樹

の
率
山
と

洲
州
印
紀
｡

｢

緒

雷

軟
近
我
邦
に
放
け
る
､
地
相
撃
の
進
歩
は
､
賓
は
著

し
き
も
の
が
あ
る
が
､
特
に
幽
兼
大
震
災
以
後
に
放
け

る
~
此
種
の
敬
鹿
は
､
殊
に
日
豊
し
き
も
の
で
あ
っ
て

又
之
折
が
研
究
の
基
底
を
為
す
所
の
地
閲
の
利
用
も
､

亦
新
し
-
高
潮
せ
ら
れ
､
撃
術
上
は
勿
論
､
私
産
工
業

土
木
蔑
称
'
鯨
莱
軍
事
の
諮
方
面
よ
-,h
囲
政
辺
川
の
基

礎
と
し
て
､
行
政
上
に
叉
収
税
上
に
或
は
叉
日
常
の
利

用
孜
び
旅
行
､
落
川
､
乃
至
ス
キ
ー
串
､
壁
術
的
､
資



川
的
ー
並
に
娘
梨
的
方
面
は
迄
進
展
し
た
｡
而
し
て
其
基

礎
的
に
蛇
確
な
る
他
聞
の
作
製
は
骨
囲
政
府
の
勘
掌
に

係
-
､
末
々
専
門
の
官
縛
.之
を
掌
か
､
陸
に
泡
に
勝
又

蕪
に
其
轟
き
地
岡
の
性
憎
む
敬
探
せ
凡
と
し
て
屠
る
｡

就
中
'

之
机
が
基
地
垂
系
の
中
枢
を
篤
す
所
の
陸
上

地
形
問
に
在
-
て
は
､
陸
軍
に
於
け
る
陸
地
測
量
部
之

れ
が
管
掌
に
任
じ
'
現
代
に
於
け
る
地
間
の
敢
高
構
成

者
と
し
て
軍
川
並
に
囲
川
に
光
脚
し
た
る
軌
範
的
地
形

間
の
大
成
を
企
捌
す
る
に
至
か
.
撃
術
的
乃
至
譜
技
術

的
の
精
華
を
網
羅
L
p
全
問
的
に
又
間
際
的
に
基
質
側

の
成
果
史
登
表
し
て
.

Ll
般
世
上
の
運
用
に
資
す
る
に

繁
っ
た
の
ーで
あ
る
｡

而
L
tyJ
其
内
容
は
於
け
る
地
球
物
排
撃
的
経
費
元
は

今
や
間
際
的
に
も
撃
術
協
力
作
業
の

1
鼎
牡
馬
し
｡
其

他
地
人
相
Ⅲ
の
因
果
的
摘
係
よ
-
'
天
塵
地
異
に
親
す

る
地
川
的
人
鐘
の
脅
威
.
乃
至
其
人
馬
的
利
用
は
堪
げ

で
之
れ
を
其
地
形
同
上
は
指
呼
L
t
且
つ
容
易
に
推
察

し
得
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
｡

即
ち
期
の
如
-
で
あ
る
か
ら
.
我
図
に
於
け
る
緒
舷

の
地
園
的
運
用
の
典
波
を
馬
す
所
の
も
の
で
あ
っ
て
多

地
形
附
に
就

て

大
の
間
努
と
岡
家
的
推
力
を
轡
点
と
し
た
る
作
業
者
の

献
身
的
努
力
は
供
ち
p
多
数
の
日
時
を
致
し
て
之
れ
が

大
成
と
期
し
得
光
る
も
の
で
あ
っ
て
､
其
基
底
た
る
べ

き
'
五
寓
分

一
の
梯
八
を
以
て
す
る
地
形
閲
は
､
今
や

我
問
固
有
の
教
士
は
全
部
其
の
饗
測
的
工
程
を
完
了
し

僅
か
は
姦
轡
'
樺
太
の

一
部
を
域
す
の
み
の
状
況
に
迄

進
展
し
楽
た
っ
た
の
で
あ
る
｡

而
し
て
其
舘
基
'
現
今
に
於
で
は
地
形
図
の
囲
用
化

的
現
象
と
し
て
中
等
は
勿
論
'
初
等
数
奇
は
於
で
も
､

之
机
が
簡
閲
並
は
利
用
の
方
法
の
考
慮
せ
ら
る
J
も
の

J
あ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
｡

今
鼓
に
我
閉
園
用
の
基
本
同
と
為
す
所
の
陸
地
測
盈

部
刊
行
の
講
地
形
間
が
､
如
何
は
し
て
作
製
せ
ら
る
J

か
'
捌
畳
か
ら
異
聞
製
版
か
ら
印
刷

へ
緒
操
作
の
概
婁

並
に
吾
人
常
州
者
の
手
に
入
る
迄
の
径
路
及
び
過
程
に

放
て
略
述
し
て
月
度

い
と
‖
心
ふ
の
で
あ
る
｡

○
地
形
図
の
意
義
と
其
内
容

地
形
図
は
'
或
る
特
定
の
時
期
に
於
け
る
地
球
表
而

上
の

lE
部
の
形
状
を
其
の
締
八
は
腰
じ
.
比
較
的
精
密

は
固
蓄
撃
の
原
班
に
準
接
し
､
特
定
の
園
式
と
揮
す
る

.)1.i.;
t

川
rこ



州

･

1

ff

約
十
三
谷

規
約
渠
通
じ
､
天
成
.
人
為
の
鎌
成
物
を
正
確
に
且
つ

=川
解
し
易
-
p

一
つ
の
中
面
上
に
描
出
し
た
も
の
で
あ

る
か
ら

一
種
地
上
の
線
茜
的
馬
具
で
あ
っ
て
､
普
通
は

地
球
表
面
の
轡
曲
が
､
其
の
縮
尺
は
倦
-
柿
間
に
際
し

て
.
顧
慮
を
婁
せ
ざ
る
範
囲
'
即
ち
表
現
し
得
べ
か
ら

ざ
る
程
度
に
あ
る
所
の
も
の
で
あ
る
｡

而
し
て
､
基
の

1
椴
の
整
式
と
し
で
は
､

1
つ
の
水

平
面
HLJ
惜
想
し
.
此
:L=_=
上
に
地
上
の
渚
物
腰
を
投
影
す

る
も
の
と
臆
足
し
で
描
萌
し
た
も
の
で
あ
る
｡

誤
れ
ば
.
現
代
に
放
け
る
地
形
図
は
､
曹
兼
の
所
謂

相

聞
式
地
形
閲
と
は
､
和
英
趣
を
輿
ほ
し
､
科
撃
的
に

立
脚
し
た
る
も
の
で
あ
っ
て
'
平
面
閲
に
於
け
る
水
平

的
射
影
伽
と
､
水
準
間
に
於
け
る
魂
匿
葛
影
臆
と
を
､

併
有
し
て
立
僅
的
は
'
:L=;
し
て

1
枚
的
施
設
其
他
.
各

種
の
需

用は
向

つ
て
充
分
な
る
典
波
並
に
効
英
を
提
供

し
得
る
朗
の
も
の
で
あ
る
｡

即
ち
罪
射
上
は
勿
論
､
日
常
並
は
撃
術
上
に
於
で
も

最
も
枢
婁
在
る
資
料
を
な
す
所
の
79
の
で
あ
る
｡

而
し
て
地
形
間
は
叉
､
特
殊
の
目
的
を
以
て
作
製
せ

ら
れ
た
地
形
固
､
例

へ
ば
航
蛋
川
の
地
形
間
で
あ
る
朋

節
正
教

三
三

円
凹

の
航
蛋
聞
､
或
は
航
泥
州
貯
-
は
港
的
州
の
地
形
閲
で

あ
る
所
の
鯨
岡
p
或
は
地
質
調
丑
等
ほ
川
以
ら
る
/
基

間
､
基
地
の
聞
即
ち
言
以
換
て
見
れ
ば
蕪
か
ら
見
た

州

形
園
.
泡
か
ら
見
た
地
形
間

､地
中
を
見
た
地
形
同
等

と
共
に
p

1.
般
頗
義
に
於
で
他
聞
と
桝
せ
ら
る
!
の
で

あ
る

｡
地
形
閲
を
調
製
す
る
に
は
.
所
謂
地
形
測
最
法
h
t施

行
し
､
地
貌
'
地
物
等
渚
挿
部
の
平
面
的
闘
係
物
及
び

萌
直
的
闘
係
物
の
位
置
を
定
め
､
然
る
後
'
地
形
の
特

徴
を
失
ふ
乙
と
な
-
､
之
れ
む
樹
上
は
'
紺
窮
す
る
も

の
で
あ
る
｡

故
は
地
形
閲
は
､
地
形
成
立
の
法
則
を
如
蜜
に
提
示

し
て
.
過
去
よ
か
現
在
は
､
現
在
よ
-
末
端
は
､
其
鼻

滝
聴
蓮
の
推
移
的
過
程
を
維
持
は
物

語
る
も
の
で
あ
る

か
ら
､
之
れ
を
適
切
は
讃
解
す
る
時
は
､
過
去
､
現
在

兼
務
に
関
す
る
地
形
の
推
移
､
地
鯉
構
造
乃
李
､
地
質

的
輔
係
等
ほ
至
る
ま
で
有
力
在
る
特
殊
の
智
戦
を
程
る

姉
が
出
凍
る
.
又
戯
大
を
る
地
形
を

一
陣
の
利
は
収
め

恰
も
現
地
に
於
で
地
形
を
観
察
す
る
如
-
な
る
を
以
て

碓
-
撃
術
的
研
究
の
基
礎
ー
或
は
地
形
の
利
川
を
割
算



す
る
矯
め
は
大
な
る
他
端
を
輿
ふ
る
朋
の
も
の
で
あ
る

地
形
図
を
見
て
促
ち
ほ
土
地
の
高
低
起
伏
よ
り
地
慣

地
物
の
状
態
に

至
る
ま
で
歴
然
脳
裡
に
反
映
し
､
恰
も

現
地
に
在
る
が
如
F
u戚
畳
を
得
る
に
は
､
屠
常
澄
を
鼓

に
用
ひ
.
基
地
園

の
構
成
､
地
形
の
成
立
'
並
に
踊
係

の
諾
法
則
間
式
等

･ht
t究
め
'
地
形
の
現
間
法
)<h
確
如
し

以
て
〓揃
等
の
闘
係

を
群
は
す
る
郡
等
ほ
佐
-
て
容
易
に

得
ら

れ

る
も
の
で
あ
る
｡

地
形
間
は
､
以
上
の
如
-
地
表
の
形
貌
を
完
盆
は
描

出
す
る
所
の
も
の
で
あ
る
が
'
其
の
経
路
と
し
て
は
､

¢
⑳

¢
◎

測

且
雪

製

間

の
二
大
過
程
と
経
な
け
れ
ば
在
ら
な

い
の

で
あ
る
､
而
し
て
其
の
御
免
に
依
-
た
る
成
基
は
､
先

づ
異
聞
的
手
段
に
使
っ
て
'
聴
嚢
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
0
故
に
吾
人
は
'
此

ほ過
程
た
る
測
見
放
異
聞
を
総

◎
◎

桐
し
て
.
側

聞

と
呼
ぶ
の
で
あ
る
｡

耐
し
て
も
期
-
の
加
-
ほ
し
で
待
た
る
地
形
図
を
､

(j

O
o
3

0
o

地

形

捕

岡

.
又
は
胆
に
原

間

と
銅
し
､
陸
地
測
敦
郵
規

制
に
於
け
る
､
最
も
共
沸
在
る
資
料
を

篤
す
所
の
も
の

で
あ
る
｡

助
岡
焼
-
版
質
し
､
=
常
著
人
の
佐
川
､
低
益
す
る

地
形
糊
に
就

て

所
の
地
形
間
は
､
寓
は
此
の
嘱

7
ほ
し

で無
二
の
地
形

原
閲
よ
-
種
々
の
科
撃
的
並
に
技
術
的

講操
作
に
依
-

て
複
作
L
t
乱
酔
百
枚
､
日
常
公
私
の
需
用
は
臆
じ

っ

I,
あ
る
所
の
も
の
で
あ
る
｡

地
形
間
は
､
現
今
我
園
に
於
で
は
､
軍
部
官
縛
で
あ

る
所
の
陸
地
測
最
部
に
於
で
作
製
且
､
刊
行
せ
ら
る
!

所
の
も
の
で
あ
る
が
､
‖だ
れ
は
喉
は
軍
部
雑
用
に
の
み

使
用
す
る
の
目
的
の
み
を
以
で
作
ら
れ
た
る
も
の
で
は

衣
-
'
葉
川
的
方
面
､
乃
至
撃
術
的
方
而
ほ
も
利
用
せ

ら
れ
得
る
所
の
も
の
で
あ
っ
て
p

l
般
囲
用
地
図
の
基

礎
を
為
す
所
の
も
の
で
あ
る
｡
故
は
囲
家
は
之
紅
は
多

大
の
周
布
,<kl惜
し
で
p

一
般
は
之
れ
が
需
用
の
満
足
を

得
せ
し
め
止
と
努
力
せ
ら
れ
て
屠
る
の
で
あ
る
｡
今
苗

に
現
今
行

ほ
れ
て
屠
る
所
の
所
謂
地
形
聞
在
る
も
の

を

概
観
L
ltJ
棉
八
及
用
途
の
方
市
か
ら
見
れ
ば
､

二

仙

川
図
､
二
､
地
形
閲
の
二
相
に
大
別
せ
ら
れ
る
｡

一
'
地
相
間

地
理
間
は
父

一
に
興
地
間
と
も
呼
ば
れ
､
輔
八
五
十

常
分

1.
以
下
の
非
常
に
少
な

い
尺
鹿
の
,も
の
で
､
其
概

況
を

lt
捷
す
る
は
適
し
主
と
し
て

一
般
池
川
聞
､
又
は

三
ハ'Lll

M
荘



hu
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約
十
三
谷

特
別
地
珊
樹
と
し
て
'
数
育
､
腐
蝕
､
政
治
､
交
通
､

究
象
p
貿
易
､
鋭
産
､
人
口
'
麓
数
基
地
各
種
の
分
布

同
等
と
し
て
79
一
般
は
使
用
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
｡

二
.
地
形
閲

地
形
図
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
っ
て
､

一
つ
は

一
般

的
意
味
は
於
け
る
地
形
間
と
､

一
つ
は
陸
地
測
虫
部
は

於
け
る
特
殊
制
度
は
於
け
る
地
形
閲
と
の
二
つ
で
あ
る

L

一
般
的
意
味
は
放
け
る
地
形
図

一
般
的
意
味
に
於
け
る
地
形
園
と
し
て
は
､
梯
八
五

可
分

一
乃
至
就
十
番
分

1
位
の
此
按
的
大
凡
臆
を
以
て

地
球
表
面
上
の

一
小
局
部
を
示
し
た
も
の
で
.

一
周
'

一
地
方
叉
は
都
市
等
ほ
限
っ
て
採
用
す
る
所
の
も
の
で

あ
る
か
ら
､
其
含
有
す
る
物
欄
は
p
締
確
に
且
蔑
何
的

ほ
夜
さ
れ
p
基
内
容
は
極
め
て
他
宗
附
で
あ
っ
て
､
尺
度

の
大
な
る
に
従
っ
て
.
愈
々
精
度
と
増
大
す
る
も
の
で

あ
る
02

.陸
地
測
畳
部
制
度
に
於
け
る
地
形
閲

陸
地
測
丑
部
に
於
け
る
地
形
閲
79
.
大
概
は
前
記
の

意
味
は
準
接
し
て
屠
る
が
'
制
圧
上
.
二
十
苗
分

山
曲

尺
は
依
る
地
形
図
は
撒
け
酔
圃
閲
と
綱
し
､
基
本
的
測

節
茄
班

真

相

四
六

蕊
地
形
園
の
縮
図
析
霧
に
成
わ
た
る
も
の
で
あ
る
か
ら

之
れ
を
編
纂
閲
と
栴
L
tJ
居
る
が
'
之
れ
が
基
礎
た
る

べ
き
五
商
分

一
基
本
間
､
或
は
二
常
五
千
分

山
､
二
常

分
一p
一
帯
分

一
等
の
一諾
梯
八
の
地
間
を
特
に
地
形
圏

と
柄
し
て
居
る
の
で
あ
る
｡

○
捉
求
我
観
に
於
で
作
製
せ
ら
れ
た
る
地
形
聞

従
来
我
鞘
に
於
て
作
ら
れ
た
る
地
形
園
は
.
其
放
資

は
抄
-
は
な

い
が
.
之
れ
を
時
代
及
び
製
作
法
に
依
-

て
障
別
す
れ
ば
､
左
の
二
欄
は
大
別
す
る
事
が
出
来
る

f
p
明
治
以
前
は
於
け
る
我
閥
の
地
形
間

二
.
明
治
以
後
は
於
け
る
我
岡
の
地
形
閲

而
し
て
明
治
以
後
に
於
け
る
我
閲
の
地
形
図
は

ィ
､
陸
地
測
義
邦
成
立
以
前
の
地
形
間

口
､
陸
地
測
鹿
部
成
立
以
後
の
地
形
図

と
に
分
け
る
事
が
出
来
る
､
而
L
tJ
陸
地
測
鹿
部
成
立

以
後
に
於
け
る
地
形
図
は
.
又

a
､
陸
地
測
敦
部
以
外
の
用
架
に
係
る
地
形
固

b
､
陸
地
測
量
部
朋
輩
の
地
形
間

等
ほ
分
れ
る
の
で
あ
る
が
､
飴
-
枝
道
は
そ
れ
る
か
ら

今
蓑
に
は
其
繁
む
避
け
'T･;省
略
し
､
後
日
又
稿
を
改
め



て
､
我
囲
地
形
同
職
達
の
経
過
に
就
て
考
慮
し
､
仰
せ

述
べ
て
兄
庶

い
と
;-3
ふ
の
で
あ
る
｡

○
地
形
閲
の
調
製
に
組
す
る
莱
格
的
過
棉

我
閥
現
制
陸
地
測
量
部
に
於
け
る
､
基
本
地
形
図
の

鋼
製
に
摘
す
る
'
過
程
の
大
綱
智
略
示
す
れ
ば
次
の
如

く
で
あ
る
｡

三
角
科

業
務

基
線
測
量

三
角
測
量

水
準
測
量

検

潮

天
憾

槻
測

業地
形

絡杵
.I--~一一一一■■■■･--､
修 基
jE 本
測 測
固 岡

′一･一一■､､
間
張
測
固

相
部

側
聞
ー ＼ノー-ノ

高 導 交

線 骨
荊ミ
測
畳 法 法

聞基

原本
間測

製
同

語 笠
岡 路
に √一･一 - ヽ

就 修編 基
て 本

:;ill
正寡 聞■一一- Lー- ■､

印製罵情

左紬坂週給

而
し
て
以
下
其
過
春
的
批
祝
の

.L
幣
を
典
ふ
る
ほ
先
た

ち
､
新
潜
両
時
代
に
於
け
る
地
形
問
の
郡
元
的
表
現
法

及
び
'
異
形
描
現
に
閥
す
る
方
法
の

一
二
は
就
て

一
言

し
て
雀
か
う
と
皿
ふ
の
で
あ
る
｡

○
地
形
問
の
表
現
法

地
形
間
の
表
現
法
は
'
現
今
で
は
専
ら
'
諸
地
の
水

平
描
寓
に
依
っ
て
､
之
れ
を
行
ふ
の
で
あ
る
が
'
立
股

的
地
形
の
表
現
に
常
-
､
従
来
停
続
的
は
行
は
れ
で
屠

っ
た
粕
畜
的
の
方
法
で
は
､
充
分
に
土
地
の
凸
凹
起
伏

の
状
態
を
､
現
は
す
轟
が
出
来
覆

い
.
露
に
於
で
か
種

々
の
方
便
を
考

へ
､
水
平
曲
線
と
栴
す
る
特
殊
な
無
形

の
線
形
を
想
定
し
､
其
の
水
中
寄
影
放
散
描
-
事
は
依

っ
て
'
凸
凹
起
伏
の
状
態
を
現
示
す
る
様
は
な

っ
た
の

で

ある
0

以
上
の
康
在
鐸
で
あ
る
が
'
之
れ
が
異
形
と
視
覚
す

○
⑳

る
篤
め
ほ
は
'
組
べ
て
現
地
に
於
け
る
測

最

'
若
-
は

●
●
●
0

0

之
れ
に
代
は
る
べ
き
方
法
､
即
ち
地

上

寄

展

､
或
は
塞

●
○
●

中

馬

異

等
の
臆

用
は促
-
七
､
行
は
れ
る
所
の
79
の
で

あ
そ
｡

而
し
現
地
に
於
け
る
地
形
測
景
以
外
の
方
法
は
'
最

三
宝

川

七



節
十
三
奄

近
常
用
の
緒
に
就

い
た
斗
-
の
も
の
で
あ
る
L
t
諦
柄

も
新
千
枚
緋
で
あ
る
か
ら
､
之
を
略
し
.
鼓
に
は
普
通

一
般
の
測
盈
よ
-
成
る
地
形
聞
作
製
の
順
序
に
就
て
の

み
述
べ
る
事
と
す
る
｡

〓
二

二
角
測
豊
的
過
程

C
測

見料

凡
そ
進
少
せ
る
現
代
式
地
形
間
調
製
の
痛
め
に
は
､

必
ず
測
最
に
依
る
.計j原
則
と
す
る
の
で
あ
る
が
'
必
蒐

す
る
に
此
測
最
と
云
ふ
新
は
､
地
上
に
､
必
要
在
る
藩

邸
の
位
恨
む
決
定
す
る
事
で
あ
っ
て
､
之
れ
,<TJ骨
格
と

し
て
､
之
れ

敷
地
岡
上
に
移
し
p
地
表
面
上
は
於
け
る

諸
種
の
形
貌

を
果
し
机
さ
え
と
欲
す
る
所
の
も
の
で
あ

る
､
即
ち
rJ
姉
は
婁
す
る
地
上
諾
鮎
の
位
置
を
定
ひ
る

に
は
､
先
づ
其
の
原
鮎
を
定
め
､
之
れ
む
旧
磯
部
と
し

て
､
各
種
の
方
向
及
び
距
離
を
測
定
し
て
'
其
付
置
を

決
定
す
る
の
で
あ
る
｡
其
鮎
の
位
裾
が

決定
す
れ
ば
､

練
の
化
粧
及
び
養
rb
は
自
然
基
線
中
の
諮
鮎
の
付
置
に

依
っ
て
定
ま
1㌔

叉
平
面
形
は
.
其
形
成
す
る
渚
線
は

依
っ
て
決
定
せ
ら
る
.I,
の
で
あ
る
｡

叉
或
鮎
の
高
さ
は
ー
其
鮎
と
頂
鮎
と
の
閏
の
高
低
を

節

茄
跳

n
l
:Lハ1'.

四
八

測
る
卯
は
伐
-
て
､
求
む
る
事
が
用
水
の
で
あ
る
｡
故

は
側
聞
数
行
ふ
ほ
潜
っ
て
は
ー
光
づ
基
準
と
な
る
べ
き

原
鮎
を
定
め
る
事
が
必
要
に
な
っ
て
凍
る
p
之
れ
が

た

め
は
三
角
測
量
妓
び
水
準
測
虫
を
敢
初
は
行
ふ
の
で
あ

る
〇

〇
三
角
測
景

-

三
角
測
丑
は
､
地
形
測
閲
に
､
基
準
を
典
ふ
る
が
篤

め
J.
所
要
の
地
域
内
に
於
で
､
行
ふ
所
の
も
の
で
あ
る

即
ち
､
主
要
在
る
地
鮎
を
撰
足
し
､
之
れ
を
遵
鮎
す
る

朗
の
多
数
の
三
角
形
を
編
成
L
p
三
角
法
の
原
班
は
基

き
'
*
蓮
の
長
さ
を
推
算
し
､
以
て
渚
鮎
の
銅
係
位
置

を
決
宣
す
る
の
で
あ
る
｡
然
し
其
の
各
期
を
撲
足
し
.

其
譜
角
を
'
観
測
す
る
の
み
で
は
'
兼
だ
各
適
の
長
n

む
知
る
都
が
出
来
な

い
｡
故
に
p
之
れ

を知
る
籍
め
に

は
､
少
-
79
1
佃
の
既
知
蓮
を
持
た
を
-
で
は
な
ら
を

い
｡
然
る
は
各
捌
瓢
は
.

一
般
に
距
離
遠
隔
し
､
且
つ

山
頂
'
岬
殉
及
び
島
唄
等
ほ
設
裾
す
る
も
の
が
多
-
､

到
底
薯
測
す
る
節
が
粗
雑
を

い
も
の
で
あ
る
か
ら
､
通

常
小
匿

城
内
は
於
り
る
'
直
線
距
離
を
精
鱗
に
蟹
測
し

之
れ
を

推
第
し
て
朗
吏
三
角
形
の

一
･蛍
の
長
さ
を
決
定



l

●

す
る
の
で
あ
る
｡
而
し
て
此
賓
測
距
離
を

基

線

と
栴
す

る
の
で
あ
る
0

此
三
角
測
見川苗

方
法
は

『
オ
ラ
ン
ダ
』
人
『
ス
ネ
-
ク

ス
』
が
.

一
六

]
七
年
(
元
利
三
年
)
は
於
で
'
始
め
て

子
午
線
の
弧
の
長
さ
を
測
定
す
る
ほ
川
以
た
る
方
法
で

最
も
精
密
在
る
方
法
で
あ
る
か
ら
'
爾
後
各
陶
共
､
此

方
法
を
州
ひ
る
接
に
在
っ
て
屠
る
｡
而
し
て
こ
れ
が
貸

砲
に
潜
っ
て
は
各
種
の
経
緯
儀
等
と
栴
す
る
比
較
的
精

密
夜
器
械
を
使
用
し
て
薯
側
を
施
行
す
る
の
で
あ
る
｡

○
基
線
測
量

基

線
は
以
上
の
如
く
p
諮
三
角
形
の
各
蓮
を
計
算
す

る
基
本
と
在
る
べ
き
79
の
で
あ
る
か
ら
敢
753正
確
夜
方

旗
は
依
っ
て
測
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
を

い
p
即
ち
rJ
れ

が

1
股
の
方
蔭
は
､
平
坦
を
る
通
常
の
北
に
通
常
三
粁

乃
至
八
粁
の
長
n
を
標
準
と
し
て
'
叩
乙
二
鮎
を
設
け

其
間
の
水
平
距
離
を
'
反
覆
五

回宛
認
定
し
､
最
79
正

確
に
測
景
す
る
の
で
あ
る
｡

抑
も
基
線
測
定
の
作
業
は
.
三
角
測
最
の
基
礎
で
あ

っ
て
'
至
精
至
密
p
基
原
の
差
を
許
さ
ず
､
之
れ
が
蔑

め
､
近
世
撃
術
鶴
川
の
最
善
を
競
し
､一慣
賓
在
る
注
意

地
形
剛
に
放

て

と
適
切
在
る
操
法
と
は
伐
-
.
其
誤
差
を
基
線
会
長
の

富
商
分

一
以
内
は
あ
ら
し
ひ

る
を
懐
件
と
し
て
屠
る
｡

而
し
て
明
治
十
五
年
以
降
同
四
十

一
年
に
糞
る
間
は

来
園
ヒ
ル
ガ
ー
ド
式
の
四
米
英
鋼
柑
基
線
尺
と
云
ふ
の

む
用
以
て
屠

つ
た
が
'
爾
後
今
日
に
至
る
迄
は
､
イ
ン

パ
ー
ル
金
風

(
ニ
ッ
ケ
ル
約
三
十
六
%
を
含
む
鋼
ほ
し

で

脱
皮
に
封
す
る
嘩
化
政

も
少
な

い
)
型
の

エ
ー
デ
-

ン
式
二
十
立
米
実
の
線
状
基
線
八
を
使
用
し
て
居
る
の

で
あ
る
｡

而
し
て
ヒ
ル
ガ

ー
ド
測
枠
用
準
梓
は
来
園
の
庶
且風
原

器
と
比
較
し
た
る
も
の
で
.
後
本
邦
の
比
校
基
線
と
も

互
に
比
較
せ
る
倍

数
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
'
現
今
使

用
す
る
イ
ン
パ
ー

ル
製
基
線
八
は
､
本
邦
光
突
副
原
器

と
比
較
険
定
し

た
る
､
俳
問
キ
ヨ
-
ム
式

ニ
ッ
ケ
ル
鋼

五
米
突
測
枠
に
よ
み
て
測
定
せ
ら

れ
た
る
､
固
定
此
校

基
線
と
比
較
し
て
､
基
兵
長
む
算
用
し
た
も
の
で
､
各

基
線
の
蔑
め
四
使
又
は
五
候
を
使
用
し
て
其
中
敷
を
探

る
政
に
す
る
の
で
あ
る
｡

斯
-
の
加
-
ほ
し
で
p
基
線
の
長
さ
を
測
定
し
了
れ

ば
､
之
れ
を
巳
知
遇
と
し
て
三
角
形
を
作
-
､
此
三
角

薫
七

四

九



他

粗

妨
十
三
怨

形
を
順
次
横
大
せ
し
め
て
'
蓬
は
所
琴

二
角
形
の

山
蓮

に
逢
せ
し
ひ
る
如
-
す
る
も
の
で
あ
る
｡

か
-
て
槍
大
せ
ら
れ
た
る
三
角
形
の
迎
宿
せ
る
緊
三

角
形
を
基
線
網
と
柄
す
る
の
で
あ
る
｡

喝乏網 碑豊野親調

I,
我
問
陸
地
測
盈
部
は
於
て
p
施
行
せ
ら
れ
た
る
基
線

測
畳
は
p
明
治
十
七
年
以
降
.
大
正
十
五
年
に
至
る
.

概
ね
四
十
五
年
間
に
､
我
囲
領
域
の
教
職
を
通
じ
､
大

小
賓
に
二
十
個
の
基
線
,<LJ測
且慧
1g
成
し
'
本
邦
に
け
る

測
量
部
業
の
根
幹
を
聞
別
し
て
.
間
際
的
に
叉
閣
内
的

範

五
節

責

八

五
〇

に
班
-
其
の
貢
献
の
資
料
を
提
供
し
た
の
で
あ
る
｡

捉
凍
我
閥
に
於
一℃
施
行
せ
ら
れ
た
る
基
線
の
名
稲
及

び
位
聡
は
左
の
如
-
で
あ
る
｡

名

栴

所

在

地

相

模
野
刷

奈
川
堰

相
模

閲
高
庇
郡

三
方
原

饗
鹿
野

閣
林
村

天
朝
野

久
留
米

笠
野
原

鰻
野
原

須

坂

鶴
見
平

静

岡
順
遠
江
問
梢

誌

磁
袈
嘱
近

江
囲
高

島

郡

徳
島
豚
阿
波
圃
阿
波

郡

鳥
取
順
伯
著
聞
兼
伯
郡

楯
岡
順
筑
後
閲
御
井
郡

鹿
児
島
煤
大
隅
閥
肝
属
郡

山
形
糠
羽

前
閉
最

上

郡

長
野
糠
信
濃

囲
上

高
井
郡

青
森
牒
陸
奥
問
上
北
那

揮 沖 猫 糞 札

艶 鈍 間 別 幌

舵
海
逮
石
狗
閣
札
幌
郡

札
幌
筒

北
海
道
髄
室
囲
目

梨

郡

北
海
道
北
見
問
宗
谷
郡

沖
縄
牒
琉
球
閣
中
頭
郡

北
海
道
千
島
閥
紗
那
郡



間 ノ節

′〃･.

ノ
orT.蘭賓嵐弧線造成 利部畳朝地陵

野

確
町
村
野
水
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す
産
休
潮
岬
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相

思

＼
里

淵

三
智

歯
夫

人
宴
婚
婚
鶴
れ
頚

骨
謡

岬
耳
浦
風
大
敵

ノ
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V
J
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∫
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仲
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〃

〃
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♂
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肘
榊

に
討

て



地

相

解
十
三
怨

ibj

蘭

董
轡
竜
北
州
経
基
郡

捕
史
敢

養
澱
董
中
州
髄
高
郡

鳳

山

姦
機
高
雄
州
鳳
山
郡

大

谷

挿
大
盤
原
郡

.

敷

香

樺
太
敷
奇
郡

〇
三
角
鋼
埜

二
角
鮎

以
上
の
如
-
し
て
基
線
網
の
編
成
を
了
れ
ば
'
次
に

其
液
絡
の
櫓
大
速
を
原
題
と
し
て
三
角
形
を
作
-
､
之

机
を
漸
次
捷
縛
腫
脹
し
て
､
茄
は
所
要
の
地
域
に
敢
初

の
衷
三
角
形
を
編
成
す
る
の
で
あ
る
｡
此
柴
三
角
形
を

一
等
三
明
網
と
挿
し
p
其
網
敗
は
重
囲
に
二
十

一
個
所

あ
っ
て
.
朝
鮮
以
外
の
全
土
を
包
含
し
て
居
る
｡
其
各

速
の
長
さ
は
､
四
十
五
粁
乃
至
二
十
五
粁
む
楳
準
と
し

て
編
成
す
る
の
で
あ
る
.
而
し
て
其
延
長
二
百
粁
乃
至

二
百
五
十
灯
に
連
す
る
時
は
､
之
れ
を
止
め
て
､
新
は

基
線
を
設
定
す
る
の
で
あ
る
〕
斯
-
の
如
-
ほ
し
で
設

定
せ
ら
れ
た
る
､
先
等
の
三
角
形
の
起
鮎
を

一
等
三
角

瓢
と
桁
す
る
の
で
あ
る
｡

然
る
に
'
之
等

一
等
三
角
鮎
の
み
で
は
其
内
容
面
積

旗
大
は
過
ぎ
ー
未
だ
.渚
測
量
に
基
準
教
典
ふ
る
托
充
分

姉
五
抜

毛

〇

五
二

で
夜
-
p

相
多
-
の
測
鮎
を
必
袋
と
す
る
.
嵩
に
於
で

之
等
の
決
定
せ
ら
れ
カ
る
.
三
角
網
内
に
約
八
野
を

1

迫
と
す
る
二
等
三
角
を
設
け
.
二
等
三
角
網
内
に
約
四

粁
を

1
速
と
す
る
三
等
三
角
敷
設
-
る
等
次
第
は
期
-

の
如
-
し
て
､

1
等
よ
-
四
五
等
ほ
至
る
.
譜
三
角
鮎

を
設
け
p
各
々
三
角
網
を
編
成
し
て
も
其
各
部
の
位
置

を
決
定
す
る
の
で
あ
る
｡

斯
-
の
如
-
ほ
し
で
'
決
定
し
た
る
三
角
鮎
の
偉
龍

を
縛
示
す
る
為
め
､
其
廃
に
標
石
又
は
牒
茄
を
丑
定
す

る
.
而
し
て
標
石
は
､
三
等
以
上
の
三
角
鮎
の
位
置
を

示
す
ほ
州
以
.
法
律
は
依
-
'
之
れ
を
永
久
は
保
存
せ

し
ひ
る
棟
ほ
し
で
あ
る
｡
而
し
て
耳
常
分

1
地
形
図
に

は
､
三
等
三
角
鮎
ま
で
を

使用
し
'
三
尊
三
角
鮎
以
上

の
三
角
期
は
'
全
問
に
約
四
繭
鮎
稀
あ
る
｡
仰
三
角
瓢

の
観
測
上
､
照
準
の
標
的
た
ら
し
め
ん
が
馬
め
は
各
三

角
鮎
の
付
置
は
規
模
を
設
龍
す
る
の
で
あ
る
0

0
観

測

観

測
は
､
各
三
角
鋸
に
於
け
る
.
水
平
角
を
測
る
も

の
で
あ
っ
て
p
之
机
と
既
知
蓮
と
は
依
-
､
各
蓮
の
長

さ
を
計
算
し
､
以
て
各
鮎
の
踊
係
位
置
を
決
定
す
る
の



で
あ
る
｡

次
は
経
緯
放
牧
び
方
位
角
を
既
知
し
わ
る
或

る
基
準
鮎

よ
り
適

っ
て
p
三
角
諸
鮎
の
雁
緯
度
及
び
､

方
棟
角
を
計
算
し
､
以
て
地
表
面
上
は
於
け
る
p
絶
封

位
置
を
確
定
す
る
の
で
あ
る
｡

我
問
に
放
け
る
測
量
の
原
動
及
び
'
原
方
位
は
左
の

如
く
で
あ
る
｡

梯 内

地

太 及
.一･･･.･.･--̀ ~一･一~~~ヽ

原 原

育

位 鮎

末
文
砧
天
文
姦
子
牛
現
儀
の
中
心

就
任

1
三
九
既
四
凹
分
凹
〇
秒
五
〇
二
〇

北
紺

三
五
比
三
九
分

r
七
秒
五

丁凹
八

如
茶
粥
天
文
砧
子
牛
琉
儀
の
中
心
よ
り
畑
野

1-_

1
斡
三
角
靴
に
至
る
分
化
舛

丁
空
.(
蛇
二

五
分
三
〇
秒

1
五
六

成
子
山

丁
年
三
角
鮒

の
中
心

湘
柁

丁
二
〇
度
五
八
分
二
五
秒
九
七
五

北
締

二

三
蛙
五
八
分
三
二
秒
三
四

郷
Ej
批
光
線

の
岡
端
よ
り
戊
千
川

7
等
三
角

恥
に
室
る
ガ
仰
角
六
三
臆
凹
六
分
五
七
秒

一
八

○
水
準
測
且兇

水
準
測
最
と
云
ふ
の
は
､
中
等
海
水
面
よ
-
起
算
せ

る
.
地
上
諮
鮎
の
標
高
を
測
光
し
'
併
せ
て
諮
三
角
鮎

の
高
低
む
決
定
す
る
籍
め
に
施
行
す
る
所

のも
の
で
あ

る
､
之
れ
が
馬
め
､
我
問
に
於
で
は
､
社
務
よ
-
金
閣

潜
擬
の
各
地
に
'
十
三
ヶ
所
の
瀞
潮
所
を
設
け
て
'
金

日
本
的
は
､
其
の
高
r
u
の
基
準
を
決
定
せ
ん
と
し
吾
｡

然
る
は
'
之
等
三
角
鮎
の
譜
鮎
は
､
位
擢
の
み
で
あ

っ
て
p
未
空
向
き
が
知
ら
れ
て
屠
ら
な

い
､
小出
は
於
て

か

.水
準
測
嚢
在
る
7P
の
を
行
ふ
て

主
婁
在
る
各
地

鮎
の
最
高
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
｡

地
形
陶
に
放
て

名

綱

水

準

原

鮎

油
壷
勝
潮
朗

細

島

廟

御

所

輪
島
倣
澗
朗

瓢

路

瀞

翻

朋

高
雄
脇
潮
所

木
斗
臓
湖
朗

鮎
川
廟
潮
即

時

本

脇
潮

所

探

堀
願

潮

所

位

置

兼
京
参
謀
本
部
構
内

醐
奈
川
屈
相
模
閥
三
浦
郡
三
崎
町
小

網

代

及

油
虫

宮

嶋

螺

口
向

観
衆
臼
杵
郡
細
島
町

石
川
順
髄
登
園
鳳
至
郡
輪
島
町

北
海
道
後
志
閲
R,,1路
郡
厳
谷
村

姦
轡
高
雄
州
高
雄
車

種
太
鹿
本
斗
郡
本
斗
町

宮

城
蟻
陸
前
閉
牡
鹿
郡
鮎
川
付

和

歌

川

願

紀

伊

囲

西
牟

婁

郡

轟

本
町

長
橋
腺
肥
前
問
酉
彼
杵
郡
探
塀
村

蓋

一

五
三
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外

ノ
補
職
潮
朋

島
根
豚
石
見
囲
那
賀
郡
横
江1
町
学

外

ノ
浦

岩
崎
僚
潮
所

青
森
牒
閥
津
軽
郡
岩
植
村

花
吠
脇
潮
所

北
海
道
根
室
閲
根
室
郡
根
室
町

基
陳
腐
潮
所

轟
轡
晶
北
州
基
隆
市

雰
位
凡
の
容
鮎
は
､
克
束
管
の
中
等
潮
位
上
方

二
四
米
英
五
〇

器
械
は
､
自
記
脇

潮
儀
に
依
る
.

中
等
潮
位
の
恨
起
算
鮎
は
､
兼
京
京
橋
曝
露
岸
島
は

於
け
る
'
東
京
圏
の
中
等
潮
位
に
あ
っ
て
明
治
六
年
よ

-
同
十
二
年

迄
内
務
省

に
於
で
廟
潤
せ
る
も
の
に
係

る
0而

し

て大
正
十
三
年
に
至
-
p
鮎
川
以
下
七
ヶ
所
の

脇
潮
所
は
梅
津
筑
象
毒
に
移
管
せ
ら
れ
た
が
p
他
の
六

ヶ
所
は
今
由
機
畠
中
に
属
す
る
｡
常
は
其
地
の
潮
位
と

測
定
し
て
之
れ
を
碑
閣
水
準
原
鮎
は
比
較
し
p
又
原
動

と
各
地
鮎
と
の
水
準
差
を
測
定
す
る
の
で
あ
る
O

我
図
に
於
で
は
此
原
瓢
を
尭
京
塵
談
本
部
構
内
､
陸

地
測
量
部
の
前
庭
に
設
け
､
此
原
瓢
の
下
方
二
四
兼
突

五
〇
を
通
過
す
る
水
準
而

(
即
ち
兼
京
将
の
中
等
潮
位

地
形
樹
に
就

て

ほ
相
脅
す
)
を
以
て
.
中
等
海
水
準
面
と
定
め
ら
れ
た

奴
…る
ほ
､
大
正
十
二
年
九
月

一
口
は
放
け
る
'
踊
東
大

地
震
の
特
典
は
'
水
準
原
鮎
に
若
干
の
垂
直
的
砕
動
を

輿

へ
ね
結
果
を
生
じ
た
｡
即
ち
水
準
測
畳
並
に
検
潮
の

結
果
に
依
れ
ば
.
苗
に
若
干
の
沈
下
量
を
散
見
し
た
､

即
ち
之
れ
ほ
依
っ
て
考
ふ
る
ほ
'
水
準
原
鮎
は
其
建
設

潜
時
の
東
京
圏
の
中
等
潮
位
よ
か
零
米
九
六
〇
洗
下
盤

を

不
し
､
中
等
潮
位
上
二
田
米
突
四

一
四
在

る
革
が
明

は
在
っ
た
｡

水
準
測
量
を
以
て
連
絡
す
る
革
む
柑
ざ
る
離
島
に
於

で
は
'
其
源
樺
に
於
で
簡
易
魔
潮
儀
を
楠
で
p

l
年
以

上

(
時
宜
に
俵
か
数
日
間
)
の
検
潮
に
依

-.
基
地
の

中
等
潮
位
を
概
定
し
.
之
れ
む
最
高
の
題
鮎
と
す
る
｡

董
潜
及
樺
太
に
あ
つ
て
は
'
別
け
基
隆
及
び
本
斗
の
検

潮
所
附
属
水
準
鮎
を
基
準
と
せ
ら
れ
た
｡

水
準
測
量
に

1
等
竺

1等
の
匿
別
が
あ
る
.

3
等
水

準
測
量
と
は
､
主
要
在
る
道
路
上
に
添
ふ
て
p
多
数
の

多
角
形
を
編
成
す
る
様
に
､
各
地
域
は
亘
っ
て
'
横
服

せ
ら
る
J
も
の
で
.
之
肌
が
他
の
水
準
測
畳
の
骨
幹
を

為
す
朗
の

も
の
で
あ
る
｡
二
等
水
準
測
豊
と
は
､

一
等

竜

三

五
五



地

成

燐
十
三
令

水
準
測
登
内
の
違
路
上
に
於

で.
二
佃
の

一
等
水
準
鮎

間
を
適
格
す
る
如
-
.
行
な
ふ
も
の
で
あ
っ
て
､
此
外

に
問
.

一
等
若
-
は
p
二
等
水
準
鮎
よ
-
起
り
で
p
三

角
鮎
の
異
高
を
測
定
し
.
既
知
三
角
鮎
よ
-
P
他
の
未

知
三
角
鮎
の
是
高
を
'
測
定
す
る
の
で
あ

る
｡
而
し
て

一
等
水
準
鮎
及
び
､
主
事
を
る
二
等
水
準
鮎
ほ
は
.
標

石
-.k
I拙
足
し
て
.
三
角
鮎
と
同
棲
永
久
に
､
其
位
置
並

は
最
高
を
示

すも
の
で
あ
る
｡

○
天
機
観
測

三
角
測
畳
は
依
ら
ず
し

て.
直
接
に

一
他
動
の
輿
地

撃
上
の
縦
横
挽
及
び
方
位
角
を
測
定
せ
ん
と
す
る
に
は

天
機
観
測
HLJ
行
ふ
の
で
あ
る
｡

之
机
に
は
四
つ
の
群
数
が
あ
っ

て､
帽
辰
観
測
.
耗

皮
測
量
'
緯
庇
測
風雪

方
位
角
測
鹿
等
で
あ
る
0

◎
申
◎
申
◎

時

辰

儀

観

測

は
所
婁
嘩
辰
儀
の
指
針
差
'
歩
度
む

確
知
す
る
為
に
行
ふ
も
の
で
あ
っ
て
､
子
年
儀
若
-
は

搾
締
儀
を
以
lyJ
P
恒
展
の
子
午
線
耗
過
を
観
測
し
.
或

は
揮
緯

儀
叉
は
六
分
儀
を
州
以
て
.
太
陽
又
は
檀
盛
の

等
高
庇
を
観
測
し
､
僻
面
上
の
偉
償
よ
-
計
算
す
る
の

で
あ
る
0

解
式
軟

毛
四

五
六

〇

〇

〇

〇

種

皮

測

畳

は
甲
乙
両
地
鮎
は
於
で
天
測
を
行
以
'

之
肌
に
低
み
で
､
時
炭
俵
の
指
針
差

(
即
ち
地
方
時
)

を
知
り
､
電
信
法
に
位
-
､
同
時
は
比
嘩
す
る
か
.
又

は
数
個
の
時
辰
儀
を
甲
乙
両
地
間
に
週
報
し
､
以

て経

度
差
を
測
定
す
る
の
で
あ
る
.

又
無
線
電
信
ほ
依
-
て
.
時
報
を
噸
州
す
る
時
は
.
直

ち
に
基
鮎
の
程
度

を
求
む
る
事
が
出
凍
る
.

◎
◎
◎
⑳

緯

度

測

量

は
太
陽
又
は

､
転
出
の
子
午
線
通
過
の

高
度
､
又
は
任
意
天
機
の
高
度
､

又
は
任
意
天
鰭
の
高

度
を
観
測
し
'
暦
面
上
の
位
寵
よ
-
之
れ
を
求
む
る
覇

が
拍
凍
る
｡

O
o
●
o
o

方

位

角

測

畳

は
緯
極
盛
の
敢
大
離
隔
時
又
は
'
任

意
時
に
於
け
る
位
愚
を
測
定
し
p
子
午
線
を
決
定
す
る

の
で
あ
る
｡

以
上
は
二

二
角
測
登
並
に
之
れ
ほ
附
随
す
る
.
諸
種

の
地
閲
的
作
業
の
櫨
枕
を
為
す
所
の
も
の
で
あ
っ
て
.

此
基
礎
的
事
業
の
精
粗
如
何
は
､
以
後
作
出
せ
ら
れ
る

べ
き
各
種
地
園
の
精
度
､
信
用
'
及
び
運
命
を
左
右
す

る

も
の
で
あ
る
か
ら
､
非
常
は
大
き

い
努
力
を
以
LtJ
此

覇
業
を
迩
宿
し
､
其
基
礎
の
確
立
に
力
め
て
居
る
｡


